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農業体験や食育を通じて「食」と「農」の大切さを楽しく学ぶ。



　

５
月
26
日
（
火
）、
Ｊ
Ａ
本
所
２
階
大
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
第
20
回
通
常
総
代
会
が
、
総
代

１
４
５
名
中
89
名
の
本
人
出
席
、
24
名
の
議
決

権
行
使
書
、
１
名
の
委
任
状
に
よ
り
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

畠
添
組
合
長
は
、「
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
で
は
農
業

者
の
所
得
増
大
・
農
業
生
産
の
拡
大
・
地
域
の

活
性
化
を
基
本
目
標
に
、
不
断
の
自
己
改
革
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

令
和
８
年
度
は
、
中
期
３
ヶ
年
計
画
の
中
間

年
度
と
し
て
、
組
合
員
・
地
域
と
の
結
び
つ
き
・

絆
を
大
切
に
、
信
頼
さ
れ
る
元
気
な
Ｊ
Ａ
を
め

ざ
し
て
、
全
役
職
員
・
従
業
員
等
と
協
同
の
心
・

力
を
結
集
し
、
農
業
振
興
を
柱
に
挑
戦
・
邁
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

総
代
会
で
は
、
寺
ヶ
迫
班
の
村
田 

清
文
さ
ん

が
議
長
に
選
任
さ
れ
、
令
和
７
年
度
事
業
報
告

や
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
剰
余
金
処
分

案
及
び
注
記
表
の
ほ
か
、
令
和
８
年
度
事
業
計

画
、
役
員
選
任
な
ど
全
７
号
議
案
を
提
案
し
、

出
席
者
と
書
面
議
決
を
も
っ
て
全
議
案
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

表
彰
で
は
、
鹿
屋
市
の
「
稼
ぐ
力
」
を
強
化

す
る
た
め
、「
農
の
ま
ち
か
の
や
」
の
構
築
を
め

ざ
し
農
業
振
興
施
策
と
戦
略
を
推
進
さ
れ
、
本

町
農
業
の
生
産
基
盤
の
維
持
や
、
新
規
就
農
者

の
発
掘
・
育
成
及
び
地
域
の
活
性
化
に
尽
力
さ

れ
た
、
前
鹿
屋
市
長　

中
西 

茂 

様
へ
表
彰
状
の

贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

第
20
回
通
常
総
代
会

（
通
算
78
回
）　

全
議
案
承
認

議長：村田 清文 様 表彰：前鹿屋市長　中西 茂 様

緒方 初男　前常務
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役
員
・
参
与
就
任
あ
い
さ
つ
　

組
合
員
・
地
域
の
皆
さ
ま
方
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
当
Ｊ
Ａ
の
事
業
運
営
・
地

域
の
農
業
振
興
に
対
し
ま
し
て
、
格
別

の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
五
月
二
十
六
日
に
開
催
し
ま

し
た
第
二
〇
回
（
通
算
七
十
八
回
）
通

常
総
代
会
の
役
員
選
任
に
お
い
て
理
事

に
承
認
さ
れ
、
そ
の
後
の
理
事
会
に
て
、

代
表
理
事
組
合
長
に
拝
命
い
た
し
ま
し

た
。

　

組
合
長
二
期
目
と
し
て
、
重
責
を
担

い
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
は
あ
り
ま

す
が
、
微
力
な
が
ら
全
役
員
・
参
与
と

と
も
に
役
員
と
し
て
の
役
割
と
責
任
・

覚
悟
を
も
っ
て
、
伝
統
あ
る
当
Ｊ
Ａ
を

守
り
続
け
る
た
め
、
さ
ら
に
成
長
・
飛

躍
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

昨
今
、
農
業
・
農
協
を
取
り
巻
く
環

境
は
、
国
際
情
勢
等
に
よ
る
原
油
・
生

産
資
材
等
の
価
格
高
騰
や
、
豚
熱
等
の

影
響
に
よ
り
、
厳
し
い
経
営
環
境
が
続

い
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
な
か
、
組
合
員
・

地
域
・
行
政
等
と
の
農
商
工
連
携
を
強

化
し
、
地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
、

愛
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
で
あ
り
続
け
る
た
め
、

「
組
合
員
の
所
得
向
上
、
Ｊ
Ａ
の
健
全
経

営
、
活
力
あ
る
人
づ
く
り
・
職
場
づ
く
り
」

を
重
点
に
、
組
合
員
・
職
員
・
従
業
員

等
の
営
農
と
生
活
・
未
来
を
守
る
た
め
、

不
断
の
自
己
改
革
・
事
業
改
革
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
激
動
の
時
代
変
化
に
順
応

し
、「
現
場
・
変
革
・
挑
戦
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
、「
信
頼
さ
れ
る
元
気
な
Ｊ
Ａ
」
を
め

ざ
し
て
、
全
役
職
員
・
従
業
員
等
と
心

ひ
と
つ
に
、
相
互
扶
助
の
精
神
に
よ
り
、

経
営
管
理
・
リ
ス
ク
管
理
・
内
部
統
制

を
強
化
の
う
え
、
一
日
一
生 

邁
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
組
合
員
・
地
域
の
皆
さ
ま
方

の
負
託
に
応
え
る
よ
う
、
農
業
振
興
を

柱
に
、
持
続
可
能
な
農
業
・
Ｊ
Ａ
経
営

を
確
立
す
る
た
め
、
誠
心
誠
意 

真
心
で

対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
組
合
員
・
地
域
の
皆
さ
ま

方
の
Ｊ
Ａ
事
業
に
対
す
る
さ
ら
な
る
ご

理
解
・
ご
利
用
を
切
に
お
願
い
申
し
上

げ
、
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

持続可能な農業・ＪＡ経営をめざして

代
表
理
事
組
合
長
　
畠
添 

洋
平

代表理事組合長
畠添 洋平

理　事
吉岡 鳴人

代表理事常務
（信用・共済担当）

餅原 敏郎

理　事
堀之内 節子

代表理事常務
（経済・管理担当）

中村 正一

代表監事
末次　実

理　事
大園 和幸

員外監事
石川 德美

理　事
福元 健作

参　与
立野　諭

新任

新任 新任
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５
月
14
日
（
木
）、
Ｊ
Ａ
本
所
２
階
会
議
室

に
て
組
合
員
を
対
象
と
し
た
令
和
８
年
度
の
事

業
報
告
会
を
開
催
し
、
組
合
員
・
関
係
者
約

１
５
０
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
Ｊ
Ａ
事
業
に
対
す
る
組
合
員
の
意

見
要
望
を
事
業
に
反
映
し
、
事
業
運
営
へ
の
理
解

促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
令
和
７
年
度

事
業
報
告
や
、
令
和
８
年
度
事
業
計
画
、
自
己

改
革
の
取
り
組
み
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
、
畠
添
組

合
長
は
「
組
合
員
と
の
徹
底
し
た
話
し
合
い
に
よ

り
、
食
と
農
を
基
軸
に

農
家
組
合
員
の
所
得
向

上
・
持
続
可
能
な
農
業
・

農
協
の
健
全
経
営
を
確

立
す
る
た
め
、
組
合
員
・

利
用
者
の
要
望
に
応
え
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
自
己

改
革
の
実
現
に
向
け
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

令
和
８
年
度
事
業
報
告
会

そ
う
な
っ
て
し
ま
う
状
態
を
防
ぐ
た
め
に
、
関
係

機
関
を
巻
き
込
ん
だ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
編

成
を
し
て
、
Ａ
コ
ー
プ
を
建
て
替
え
る
た
め
の
策

を
講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。
親
し
み
や
す
さ
は
、

ど
こ
の
店
に
も
な
い
Ａ
コ
ー
プ
の
歴
史
あ
る
魅
力

だ
と
思
う
。
こ
の
歴
史
を
絶
や
す
こ
と
は
非
常
に

悲
し
い
こ
と
な
の
で
、
行
政
と
の
連
携
や
補
助
金

等
の
打
診
、
各
会
議
体
を
通
し
、
大
隅
縦
貫
道
の

影
響
を
解
消
す
る
方
法
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

の
編
成
等
の
検
討
を
お
願
い
し
た
い
。

Ａ　

Ａ
コ
ー
プ
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
４
年
11

月
に
オ
ー
プ
ン
し
て
以
来
、
34
年
経
過
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
も
様
々
な
議
論
を
し
て
ま
い
り
ま

し
た
。
役
員
推
薦
会
議
に
お
い
て
も
Ａ
コ
ー
プ
の

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
質
疑
・
確
認
が
あ
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。
昨
年
７
月
に
、
鹿
児
島
県
の
常
例
検

査
に
て
不
採
算
事
業
と
し
て
Ａ
コ
ー
プ
事
業
の
見

直
し
の
指
摘
を
受
け
、
経
営
改
善
に
取
り
組
む
た

め
、
理
事
会
等
で
も
議
論
を
重
ね
、
エ
ー
コ
ー
プ

鹿
児
島
や
経
済
連
に
も
指
導
を
受
け
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
編
成
に
つ
い
て
は
、
以

前
よ
り
事
業
報
告
会
・
事
業
運
営
委
員
会
・
吾

平
地
域
町
内
会
連
絡
協
議
会
等
に
お
い
て
組
合

員
・
地
域
住
民
の
方
々
の
意
見
を
聴
き
、
議
論
を

交
わ
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

Ａ
コ
ー
プ
は
、
人
口
減
少
・
施
設
の
老
朽
化
・

競
合
店
の
進
出
・
大
隅
循
環
道
吾
平
道
路
の
開
通
・

　

さ
て
私
、
第
二
十

回
通
常
総
代
会
を
以
っ

て
役
員
を
退
任
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

鹿
屋
市
農
協
か
ら
日

置
中
部
農
協
を
経
て
昭
和
六
十
年
に
当
農
協
へ

赴
任
し
、
現
在
ま
で
Ｊ
Ａ
の
職
員
を
経
て
平
成

二
十
五
年
か
ら
常
務
理
事
を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
ご
指
導
・
ご
支
援
し
て
い
た
だ
い
た

先
輩
の
皆
様
方
を
は
じ
め
組
合
員
・
地
域
住
民
の

皆
様
、
そ
し
て
同
じ
職
場
で
一
緒
に
働
い
て
き
た

同
志
の
皆
様
方
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

中
東
情
勢
等
の
悪
化
に
よ
り
資
材
価
格
の
高

騰
な
ど
厳
し
い
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
農
業

は
国
民
の
命
を
守
る
大
切
な
生
命
産
業
で
あ
り
、

環
境
の
面
か
ら
も
大
事
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま

す
。
農
家
の
皆
様
に
は
、
こ
れ
か
ら
も
自
信
と
誇

り
を
も
っ
て
、
農
業
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

本
町
農
業
が
ま
す
ま
す
繁
栄
し
ま
す
こ
と
と

退
任
の
あ
い
さ
つ

緒
方 

初
男  

前
常
務

Ｊ
Ａ
の
更
な
る
発
展
を
祈
念
し
ま
し
て
、
退
任

の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

長
い
間
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

五
期
十
五
年
と
い
う

こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
健

全
な
Ｊ
Ａ
発
展
の
た
め

に
、
監
事
と
し
て
、
重

要
な
役
割
を
果
た
す
べ

く
自
己
研
鑽
に
励
み
職
務
を
遂
行
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
こ
れ
も
皆
様
方
の
ご
支
援
・
ご
協
力
の

賜
物
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

持
続
可
能
な
農
業
・
農
協
の
健
全
経
営
を
確

立
す
る
た
め
に
こ
れ
か
ら
も
組
合
員
・
地
域
住

民
・
関
係
機
関
・
Ｊ
Ａ
が
一つ
に
な
り
相
互
扶
助

の
精
神
で
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

　

皆
様
大
変
お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

中
村 

哲
志  

前
監
事
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【
意
見
・
要
望
】

Ｑ　

Ａ
コ
ー
プ
の
建
て
替
え
時
期
に
つ
い
て
、
今
の

赤
字
の
状
態
で
は
建
て
替
え
は
で
き
な
い
と
い
う
説

明
が
あ
り
ま
し
た
が
、
吾
平
町
に
な
く
て
は
な
ら

な
い
Ａ
コ
ー
プ
で
あ
る
と
と
も
に
地
域
の
み
ん
な
が

Ａ
コ
ー
プ
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
こ
と
と
思
う
。
赤

字
で
あ
れ
ば
当
然
、
廃
止
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

吾
平
町
は
大
変
な
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う

な
っ
て
し
ま
う
状
態
を
防
ぐ
た
め
に
、
関
係
機
関
を

巻
き
込
ん
だ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
編
成
を
し
て
、

Ａ
コ
ー
プ
を
建
て
替
え
る
た
め
の
策
を
講
じ
て
い
た

だ
き
た
い
。
親
し
み
や
す
さ
は
、
ど
こ
の
店
に
も
な

い
Ａ
コ
ー
プ
の
歴
史
あ
る
魅
力
だ
と
思
う
。
こ
の
歴

史
を
絶
や
す
こ
と
は
非
常
に
悲
し
い
こ
と
な
の
で
、

行
政
と
の
連
携
や
補
助
金
等
の
打
診
、
各
会
議
体

を
通
し
、
大
隅
縦
貫
道
の
影
響
を
解
消
す
る
方
法

や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
編
成
等
の
検
討
を
お
願

い
し
た
い
。

Ａ　

Ａ
コ
ー
プ
は
、
平
成
４
年
11
月
に
オ
ー
プ
ン
し

て
以
来
、
34
年
経
過
し
、
こ
れ
ま
で
も
様
々
な
議

論
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
役
員
推
薦
会
議
に
お
い

て
も
Ａ
コ
ー
プ
の
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
質
疑
・

確
認
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
編
成
に
つ
い
て
は
、
以

前
よ
り
事
業
報
告
会
・
事
業
運
営
委
員
会
・
吾
平

地
域
町
内
会
連
絡
協
議
会
等
に
お
い
て
、
組
合
員
・

地
域
住
民
の
方
々
の
意
見
を
聴
き
、
議
論
を
交
わ

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

Ａ
コ
ー
プ
は
、
人
口
減
少
・
施
設
の
老
朽
化
・

競
合
店
の
進
出
・
大
隅
循
環
道
吾
平
道
路
の
開
通
・

冷
凍
・
冷
蔵
庫
の
更
新
・
２
０
２
７
年
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

の
問
題
等
を
含
め
、
事
業
継
続
が
非
常
に
厳
し
い

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
農
業
協
同
組
合
と
し
て
、

農
業
振
興
を
柱
に
健
全
経
営
を
確
立
す
る
た
め
、

農
家
組
合
員
・
利
用
者
に
最
大
の
奉
仕
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
同
時
に
、
役
員
と
し
て
も
地
域
に

な
く
て
は
な
ら
な
い
町
内
唯
一
の
ス
ー
パ
ー
で
あ
る

Ａ
コ
ー
プ
を
継
続
し
て
い
き
た
い
一
心
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
厳
し
い
経
営
状
況
で
す
の
で
、

組
合
員
の
意
見
聴
取
や
、
エ
ー
コ
ー
プ
鹿
児
島
・
経

済
連
・
中
央
会
等
の
指
導
・
助
言
を
踏
ま
え
、
早

急
に
理
事
会
等
で
協
議・検
討
し
、移
動
販
売
車「
走

る
Ａ
コ
ー
プ
号
」
の
運
行
等
も
含
め
抜
本
的
な
事

業
の
見
直
し
、
収
支
改
善
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｑ　

耕
作
放
棄
地
が
増
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
新
規

の
法
人
が
増
え
た
り
、
季
節
ご
と
に
し
か
作
ら
な
い

影
響
で
半
年
間
ほ
ど
放
置
す
る
と
土
手
の
草
が
伸

び
た
り
し
て
い
る
畑
が
増
え
て
き
て
い
る
よ
う
に
感

じ
る
。
そ
の
中
で
農
業
委
員
会
を
通
し
て
畑
を
借

り
て
い
た
だ
け
な
い
か
等
も
連
絡
が
き
た
こ
と
も
あ

る
。
私
自
身
も
鹿
屋
市
か
ら
土
地
を
借
り
た
こ
と

も
あ
る
。
そ
の
中
で
、
農
事
組
合
法
人
う
ま
し
さ

と
吾
平
が
管
理
し
て
い
る
水
田
の
隣
接
す
る
土
地

を
管
理
し
て
い
る
が
、
畦
道
や
土
手
、
法
面
の
管

理
不
足
を
１
年
間
通
し
て
感
じ
た
。
田
ん
ぼ
の
中

だ
け
を
し
っ
か
り
と
管
理
す
れ
ば
い
い
だ
け
で
は
だ

め
だ
と
思
う
。
畦
道
や
土
手
、
法
面
の
管
理
は
害

虫
な
ど
の
影
響
も
大
き
い
と
思
う
。
自
分
が
好
意

で
作
業
を
し
た
こ
と
も
あ
る
が
、
数
年
そ
の
状
態

が
続
く
と
好
意
も
怒
り
へ
と
変
換
さ
れ
て
し
ま
う

た
め
、
作
業
委
託
を
受
け
て
い
る
水
田
の
地
権
者

に
水
田
周
辺
の
管
理
の
指
導
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

Ａ　

耕
作
放
棄
地
の
問
題
は
、
行
政
や
農
業
委

員
会
等
と
も
定
期
的
に
話
合
い
を
重
ね
て
い
ま
す
。

農
協
や
農
事
組
合
法
人
う
ま
し
さ
と
吾
平
に
も
耕

作
放
棄
地
の
管
理
依
頼
が
あ
り
ま
す
が
、
連
携
を

強
化
し
、
畦
道
や
土
手
・
法
面
の
管
理
を
徹
底
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
田
畑
の
管
理
に
つ
い
て
は
、

行
政
や
農
業
委
員
会
等
に
話
を
繋
ぐ
対
応
を
し
て

い
ま
す
が
、
地
権
者
が
不
明
等
の
問
題
も
ご
ざ
い

ま
す
。

　

農
協
と
し
て
は
、
行
政
や
関
係
機
関
と
連
携
を

図
り
、
可
能
な
限
り
巡
回
等
で
指
導
や
助
言
の
対

応
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
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　５月１５日（金）肝属春季畜産共進会が、中央家畜市場にて開催され、地区の代
表５８頭が出場し、吾平地区より５頭出品しました。
　黒毛和種審査標準に従い１区・２区・３区ごとに審査がされ序列を競いました。
出品者・関係者の皆さま、ご協力ありがとうございました。
 《吾平町より出品牛の成績は次のとおりです》

肝属春季畜産共進会

出品区 名　号 出品者（敬称略） 成　績
若雌１部 えりな４ 加藤　浩誠 最優秀賞６席

若雌１部 はる６２７ 立元　淳平 優秀賞

若雌１部 ひろこ２５ 今吉　広道 優秀賞

若雌２部 とみこ 田中　毅 優秀賞

若雌３部 ともえ 田中　毅 最優秀賞３席

ピーマン
　５月末をもって出荷が終了しました。今年のピーマンについては、台風の被害も受けずに順調に出
荷できました。１２月～２月の極寒期に収量が落ちましたが、３月からは安定して出荷ができました。
販売面は、年内の野菜全般の価格安と重油高騰により、厳しい経営となりましたが、安心・安全な
ピーマンを消費者に届けるため、部会員一丸となって取り組んだ年でもありました。
な　す
　３月～４月にかけて収量も出たことで、なり疲れもあり少し収量が落ちていましたが、５月に入り
回復傾向にあります。単価は、品薄等あり安定した単価を推移しています。残り１ヶ月ですが、最後
まで出荷できるよう生産者も頑張っています。
馬鈴薯
　４月中旬～５月上旬までドローン防除を行い病気の予防に努めました。
収穫も５月下旬から始まりましたが、台風６号や長雨により収穫ができない状況にあります。天候を
みながら収穫に精を出してまいります。
ごぼう
　２月上旬より播種を行い、順調に生育していましたが、台風６号により倒伏等の被害が発生しま
した。収穫時期を迎えていることから、被害状況を踏まえつつ収穫を実施してまいります。

作物ハイライト

４月
子牛セリ

性　　別 頭　　数 体重平均 最　　高 最　　低 価格平均
め　す 37 287 788,000 664,000 744,459
去　勢 34 325 940,000 753,000 877,088
合　計 71 306 940,000 664,000 807,972

５月
子牛セリ

性　　別 頭　　数 体重平均 最　　高 最　　低 価格平均
め　す 25 292 863,000 621,000 746,640
去　勢 38 316 972,000 50,000 853,921
合　計 63 306 972,000 50,000 811,349

子 牛 セ リ 市子 牛 セ リ 市

せり市袋物飼料特別販売 : 子牛セリ市開催日　３日間各飼料すべて ： ３０円引き※在庫分限り
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ＪＡグループ鹿児島

　５月８日（金）～１５日（金）の８日間、ＪＡ鹿児島県連では新採用職員に対して農
家体験をさせることにより農業・ＪＡへの理解を深め、業務の質的向上に反映させる
ことを目的に、対象者３０名（うちＪＡ肝付吾平町受入３名）が、各ＪＡで農業体験
実習を行いました。
　当ＪＡへは、鹿児島県経済連 横田 翔大さん・田之上 敦博さん・古市 希龍さん
３名が、受入先ピーマン農家 大園 和幸さん、㈱ライスセンターふくもと等で農業
体験実習を行いました。実習生は、「農業は初めてですが人の命を支え、毎日の食
卓に欠かせないものこそが未来へつなぐ尊い仕事であり、ＪＡの果たす役割がいか
に大切な仕事であるか実感しました。」「水稲育苗ハウスでの箱苗の積込みや農家
さんとの会話が農家体験をしていると実感が
できました。農業はパワーが必要です。収
穫の成果で達成感を味わうことができる仕事
と感じました。」「食べ物への感謝、地域の
文化や価値観を深く理解し社会貢献へとつ
ながり、持続可能な農業である。」と話して
いただきました。
　当ＪＡは、食と農を基軸に持続可能な地域
農業の振興・発展のため、今後も農家体験
実習の受入れ対応を行ってまいります。

　６月５日（金）、第２９回ＪＡ肝付吾平町青壮年部美里会通常総会が開催されました。
　青壮年部美里会リーダーの永山 智哉さんが、「私たち青壮年部美里会で、吾平町
の農業振興に貢献できるよう今後も頑張っていきましょう。」と、あいさつをしました。
　ＪＡ青壮年部は、ＪＡを拠りどころに地域農業の振興を図り、地域を盛り上げるこ
とを目的とした農業大好きな仲間が集まった組織です。
　現在部員２５名で、農業と地域活性化に向けた活動を行っています。

下段左：田之上 敦博さん　横田 翔大さん　古市 希龍さん

第２９回ＪＡ肝付吾平町 
青壮年部美里会通常総会★

～新採用職員農家体験実習～

問合せ先 ： 企画管理課 TEL58-6511
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　５月２９日（金）、鹿屋市吾平総合支所２階会議室にて、吾平地区町内会連絡協
議会が開催され、当ＪＡより１０町内会へ各５万円の助成金５０万円の交付式を行い
ました。
　町内会助成金支給式は、今年で２０回目となり、ＪＡでは地域貢献の一環として、
町内会活動を支援・促進し、地域の発展と組合員・地域住民の健康増進や生活向
上のため、毎年支給しています。
　餅原常務は、「各町内会長を中心に、地域のリーダーとして様々な活動を行ってい
らっしゃいます。助成金は、住みよいまちづくりのための地域の活性化や安心・安全
な地域社会づくりのために、有効活用していただきたい。」とあいさつし、目録を授
与しました。
　町内会長会 代表の江口 昭一さんは「貴重な助成金をいただきありがとうございま
す。地域の活性化に役立てていきたいと思います。」と感謝の言葉をいただきました。

　私たちの園芸振興会は、会員４４名と決して大きくはないですが、ピーマン・ナス・
かぼちゃ・ごぼう・地産地消と５部会が集まって活動をしています。

町内会へ助成金支給　　住みよい豊かな地域社会

ＪＡ肝付吾平町 園芸振興会 会長　牧 正実さん

　園芸振興会 会長として３年目を迎えました。園芸を取り巻く
環境は年々厳しさを増しており、異常気象や資材及び経費の高
騰は、自助努力も限界を感じています。
　そんな厳しい状況ではありますが、活動として昨年はＭＢＣ
タレントの野口たくおさんに講演を依頼して大変盛り上がりまし
た。一人ひとりが営農や地域活動をしていくうえで、抱えている

課題や疑問点について、部員同士で解決策を検討したりして、仲間同士の繋がりを
大切にしています。これからも各部会の部長と協力し合いながら、吾平の園芸振興
会を盛り上げて若い農家、仲間が就農加入していただけるような組織づくりをしたい
と考えています。
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　毎月１回全戸訪問の実施。Ｊ
Ａ事業のご案内やご意見・ご要
望を聞くことを目的に「対話・考
動」を実施しています。
　これからも組合員・地域住民
とのつながりを大切に取り組み
の強化を図ってまいります。

　組合員・認定農業者の方々
との対話で、意見要望等を取り
入れ環境保全型農業への積極
的な取り組みや、ＪＡの事業運
営・産地づくり１０年ビジョン
等の議論を重ね改善に取り組
んでいます。

　「農業者の所得増大」「農
業生産の拡大」「地域の活性
化」を基本目標に農業生産基
盤を守るため、農作業受託事
業を中心に農地の流動化・ス
マート農業等自己改革に取り
組んでいます。

ＪＡ肝付吾平町は相互扶助の精神により、現場主義で変革と挑戦を実践します。

　６月６日（土）、ＪＡ本所２階にて令和８年度アグリスク
ール開講式を行いました。
　アグリスクールは、園児・小学生に農業の楽しさや魅力
を感じてもらうことを目的に、令和８年度より開催しまし
た。
　当日は、吾平町管内の園児・小学生・保護者・関係者約
３０名が出席し、自己紹介や年間スケジュール、約束事の
確認等を行いました。
　その後、末次 慎也氏のピーマンハウスに移動し、保護
者・ＪＡ役職員も参加し、児童と一緒にピーマンの収穫を
通して「農」と「食」を学び、農業の楽しさを伝えました。

ＪＡ肝付吾平町は
持続可能な農業・
農協の健全経営を。

ＪＡ肝付吾平町は
「食」と「農」を基軸に。
ファンづくり・地域に
必要とされるＪＡづくり。

ＪＡ肝付吾平町は
農業振興・地域の
活性化を図る。

ＪＡ肝付吾平町は
総合事業による
事業の強化を図る。

ＪＡ肝付吾平町の 自己改革重点 取り組み

　ピーマンの試食では「ピーマンおいしい！甘い！」といった声が多く聞かれ、おいしそうに食
べていたのが印象的でした。
　開講にあたり、畠添組合長は「アグリスクールを通じて、お友達と交流を深め、吾平の農畜
産物や伝統ある加工品・郷土料理に触れ、農業・食料の大切さや感謝の気持ちを学んでほ
しい。」と子ども達に期待を込めました。
　次回のアグリスクールは、８月に早期米（なつほのか）の収穫体験を予定しています。

第1回アグリスクール開講
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　５月１９日（火）、第１３回ＪＡ肝付吾平町年金友の会ゴルフ大会が、鹿児島鹿屋カ
ントリークラブにて開催され、２８名が参加されました。
　当日は天候にも恵まれ、年金友の会員の親睦と健康増進を図る目的で開催され、「ゴ
ルフの魅力は、ナイスショット時の爽快感、自然の中でプレーする開放感、そして同伴者
との交流が楽しめることです。」と参加者の声を聞くことができました。
　本大会で上位成績を収められた会員の８名は、１０月８日（木）開催される県大会
に出場されます。
　また、９月２日（火）は年金友の会グラウンドゴルフ大会の開催が予定されています。

優勝 真形 輝昭さん
2 位 上籠 司さん
3 位 日髙  広さん
4 位 金沢 隆志さん
4 位 今泉 利恵子さん
5 位 下薗 廣雪さん
5 位 真形 絹子さん
6 位 前村 節郎さん問合せ先：金融課　TEL５８－６５３８

〈県大会出場者〉 　ＪＡ肝付吾平町年金友の会では、会員を募
集しています。加入特典は、親睦イベントとして、
ゴルフ・グラウンドゴルフのスポーツ大会、会員
限定のＡコープでの粗品プレゼント『毎週木曜
日』等の提供があります。笑顔が増える楽しい年
金友の会です。

第１３回ＪＡ肝付吾平町年金友の会ゴルフ大会 年
金
友
の
会
員
募
集
中

特
典
多
数
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第
四
回
理
事
会
（
四
月
七
日
）

①　

農
業
経
営
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

②　

宅
地
等
供
給
事
業
実
施
規
程
の
一
部
変

　

更
に
つ
い
て

③　

事
業
報
告
会
の
開
催
日
程
及
び
役
割
分

　

担
等
に
つ
い
て

④　

第
20
回
通
常
総
代
会
の
開
催
日
程
及
び

　

提
出
議
案
に
つ
い
て

第
五
回
理
事
会
（
四
月
二
十
一
日
）

①　

令
和
７
年
度
事
業
報
告
・
貸
借
対
照
表
・

　

損
益
計
算
書
・
剰
余
金
処
分
案
及
び
注
記

　

表
・
部
門
別
損
益
計
算
書
の
承
認
に
つ
い

　

て
②　

令
和
８
年
度
事
業
計
画
の
修
正
に
つ
い
て

③　

役
員
選
任
に
つ
い
て

④　

第
２
０
回
通
常
総
代
会
に
つ
い
て

⑤　

第
２
０
回
通
常
総
代
会
の
表
彰
に
つ
い

　

て
⑥　

農
産
物
検
査
業
務
規
程
の
一
部
変
更
に

　

つ
い
て

⑦　

高
額
貸
出
金
に
つ
い
て

第
六
回
理
事
会
（
五
月
二
十
六
日
）

①　

代
表
理
事
、
常
勤
理
事
及
び
役
付
理
事

　

の
選
任
に
つ
い
て

②　

理
事
の
順
位
に
つ
い
て

③　

理
事
の
報
酬
に
つ
い
て

④　

理
事
会
参
与
の
選
任
に
つ
い
て 

⑤　

業
務
報
告
書
の
提
出
に
つ
い
て

⑥　

役
員
賠
償
責
任
保
険
の
加
入
に
つ
い
て

理
事
会
だ
よ
り

・・・・・・・　５月の役員行事　・・・・・・・
◆
11
日
（
月
）

・
第
13
回
全
共
鹿
児
島
県
推
進
協
議
会

令
和
８
年
度
通
常
総
会

・
県
肉
用
牛
振
興
協
議
会
定
期
総
会

◆
13
日
（
水
）

・
令
和
８
年
度
食
料
・
農
業
地
域
政
策

推
進
全
国
大
会
（
東
京
）

◆
18
日
（
月
）

・
令
和
８
年
度
肝
属
地
域
農
政
各
種
協

議
会
幹
事
会

◆
22
日
（
金
）

・
令
和
８
年
度
鹿
屋
市　

町
内
会
連
絡

協
議
会
・
衛
生
自
治
団
体
連
合
会
・
防

犯
協
会
総
会

◆
25
日
（
月
）

・
令
和
８
年
度
肝
属
中
部
地
区
畑
地
か

ん
が
い
事
業
推
進
協
議
会
総
会

・
令
和
８
年
度
肝
属
中
部
地
区
畑
地
か

ん
が
い
営
農
推
進
本
部
通
常
総
会

・
か
の
や
市
商
工
会
第
15
回
通
常
総
代
会

◆
27
日
（
水
）

・
第
33
回
Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き
通
常

総
代
会

◆
28
日
（
木
）

・
肝
属
東
部
地
区
家
畜
人
工
授
精
師
会

総
会

◆
29
日
（
金
）

・
県
農
協
役
職
員
共
済
会
令
和
８
年
度

定
時
評
議
員
会

・
鹿
児
島
く
み
あ
い
チ
キ
ン
フ
ー
ズ
㈱

（
肝
属
地
区
）
令
和
７
年
度
ブ
ロ
イ

ラ
ー
団
地
実
績
検
討
会
・
共
励
会
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編
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後
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梅
雨
の
蒸
し
暑
さ
と
と
も
に

夏
の
訪
れ
を
感
じ
る
季
節
に
な

り
ま
し
た
。

　
ピ
ー
マ
ン
の
出
荷
が
５
月
末
で

終
了
し
ま
し
た
が
、な
す
や
春
カ

ボ
チ
ャ
の
出
荷
や
ご
ぼ
う
・
ば
れ

い
し
ょ
の
掘
り
取
り
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
早
期
水
稲
も
穂
を
作

る
大
事
な
時
期
を
迎
え
て
い
ま

す
。

　
５
月
26
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
第
20
回
通
常
総
代
会
に
お
い

て
は
、
組
合
員
・
総
代
の
皆
様
の

ご
協
力
に
よ
り
、
全
て
の
議
案
が

承
認
さ
れ
、
新
役
員
体
制
の
も
と

業
務
遂
行
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
「
地
域
に
貢
献
し 

信

頼
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
」
を
経
営
理
念

に
、
組
合
員
・
地
域
住
民
の
皆
様

と
役
職
員
・
従
業
員
等
一
体
と
な

っ
た
Ｊ
Ａ
運
営
を
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
ご
指

導
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

梅
雨
に
入
り
蒸
し
暑
い
日
が

続
き
ま
す
が
、
熱
中
症
対
策
も

含
め
、
健
康
管
理
や
安
全
管
理

に
充
分
ご
留
意
さ
れ
、
農
作
業

等
に
励
ん
で
く
だ
さ
い
。

６月～７月の行事予定６月～７月の行事予定
日 月 火 水 木 金 土

6/21 22 23 24 25 26 27
農機具展示会 オートパル友の会

総会
年金友の会員デー 利用者感謝デー

（給油所）

28 29 30 7/1 2 3 4

みどりの日 年金友の会員デー ＣＳＲ活動
利用者感謝デー
（給油所）

5 6 7 8 9 10 11

年金友の会員デー 利用者感謝デー
（給油所）

12 13 14 15 16 17 18
年金友の会員デー 利用者感謝デー

（給油所）

19 20 21 22 23 24 25
【定休日】
Ａコープ・オー
トパル・第１SS

海の日 年金友の会員デー 利用者感謝デー
（給油所）

26 27 28 29 30 31 8/1
年金友の会員デー 利用者感謝デー

（給油所）

子牛せり市子牛せり市

第1ＳＳ　TEL:58-6381　第２ＳＳ　TEL:58-5454

通常１，１００円（税込）→特価８８０円（税込）

６月１日～３０日まで

ふれあい訪問日ふれあい訪問日

キャンペーン期間

ワイパーキャンペーン

問合せ先

１．ゴムは半年に１回、ブレード本体は１～２年に１回
２．拭きムラやすじが残る

３．異音がする

交換の目安 雨の視界の悪さは、事故のもとです。
視界確保・安全確保のため、この機会
に交換しましょう。
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